
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通量が多い、Ｔ字路は車、

自転車の出会い頭に注意。 

死角が多い 

連れ込まれやすい 

 

団地から出てくる自転車

に気付きにくい。 

 路上喫煙が多い。 

信号を見落としがち 

自転車、車、トラック

など交通量が多い。

見通しも悪く、危険。 

車が速いスピードで通る

ので飛び出し注意。 

 

路上駐車が多く危険。信号

もないので危険。 

古いブロック塀があり、自

信の時、危険。 

見通しが悪く、飛

び出し注意。 

 

道幅が狭く、歩道

もなく危険。 

 

車が速いスピードで通る。 

 

周辺に死角が多い。 

フェンスや不法投棄あり。 

連れ込まれやすい 

建設中のフェンスあり。 

 

令和 4年度 安全マップ 

【 表の見方 】 

●入りやすく見えにくい場所 

  入りやすい場所、 

連れ込まれやすい場所 

  見えにくい場所 

  早めに暗がりになる場所 

   自転車、乗用車、トラック

等、交通量が多い場所 

  道幅が狭く、車が来ると危な

い場所 地震の時、倒壊の危

険がありそうな場所 

☆一時避難場所 

◎いざというときに逃げ込める場所 

住宅地だが、通行量が多く、車や

バイクがスピードを出している。 

また、カーブミラーがなく危険。 

騒音が大きくて助けを呼

んでも聞こえない。 

 

古いブロック塀があり、地

震の時、危険。 

車が速いスピードで通る。 

 



〇保護者からの意見 

・信号がなく危険なところが数か所ある。（特に建設中の通りは、通行量の増加が予想される。） 

・トランクルームの一帯は、外から見えにくく、連れ込まれやすい。 

・古いブロック塀や不法投棄されたものがある。 

・毎日ではないが、ラジオを外に向けて大音量で流している方がいて、子供たちや住民とトラブルにならないか心配。 

・街路灯があっても、暗い道がある。 

・通学路でスピードを出して走る企業のバイクがある。 

・通学時間には通行止めのところを通って行く車がある。 

・点検に基づいて、呼びかけ、直談判、政策に反映されなければ点検の意味がない。★ 

 

 

※教員が通学路安全マップをもとに、通学路を確認。 

※地域・保護者には、今後（９月以降）、安全マップを配布予定。 

 

 

 

 


